
昔
話
の
現
代
的
価
値

一
九
九
0
年
代
生
ま
れ
の
女
子
大
学
生
の
回
答
よ
り
ー

τ
目
的

日
本
に
生
ま
れ
育
っ
た
多
く
の
日
本
人
に
は
、
学
校
で
先
生
に
教
え
て
も
ら
つ
た
、
と
い
う
記
憶
が
な
く
て
も
知
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
吻
語
が
い

く
つ
か
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
土
誰
で
歌
っ
た
り
、
カ
ル
タ
な
ど
遊
び
の
な
か
縛
け
込
ん
で
い
た
り
す
る
、
そ
う
し
た
物
語
と
し
て
、
一

寸
法
師
や
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
、
桃
太
郎
、
浦
島
太
郎
、
か
ぐ
や
姫
な
ど
の
昔
誓
、
多
く
の
人
が
想
起
す
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
0
 
こ
れ
ら
の
話
は
、

長
い
月
日
の
な
か
需
り
継
が
れ
て
き
た
物
雫
あ
り
、
現
代
で
は
絵
本
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
の
サ
イ
ト
で
文
字
ヒ
さ
れ
た
も
の
J
磊
む
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
ア
ニ
メ
を
見
た
り
朗
剪
音
声
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
筆
者
が
見
銅
き
し

た
昔
話
に
は
、
一
寸
法
師
な
ど
有
名
な
話
の
ほ
か
に
も
、
「
む
か
し
む
か
し
」
で
始
ま
り
、
云
聞
「
そ
う
で
す
。
」
や
沽
果
「
た
の
で
す
」
、
「
て
し
ま

い
ま
し
た
」
に
ょ
っ
て
閉
じ
ら
れ
、
「
お
し
ま
い
」
で
締
め
く
く
ら
れ
る
、
い
く
つ
も
の
話
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
0
 
そ
れ
ら
は
、
善
悪

や
美
醜
に
従
っ
て
ほ
う
び
や
罰
を
伴
う
内
容
が
多
く
、
価
値
観
や
推
奨
す
べ
き
道
徳
観
の
基
準
を
提
示
し
て
い
る
。
単
純
な
蒋
成
で
士
会
児
範
を
諭

し
、
日
本
ら
し
さ
の
な
か
に
、
日
本
な
ら
で
は
の
規
等
謡
や
判
断
基
準
を
示
す
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
0

そ
こ
で
、
昔
話
か
ら
日
本
語
日
本
文
学
に
根
差
す
規
籍
一
撃
四
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
て
み
た
0
 
日
本
人
に
と
つ
て
身
近

声
一

ル
又

樂
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な
昔
話
は
、
何
を
訴
え
、
次
世
代
編
承
し
て
い
く
の
か
。
昔
話
を
解
釈
し
て
読
み
取
っ
た
道
徳
観
や
価
値
基
準
を
考
察
し
て
み
ょ
う
そ
し
て
、

昔
栗
持
っ
道
徳
観
な
ど
が
、
現
代
に
お
い
て
価
値
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
持
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
考
え
て
み
六

0

本
学
で
司
書
課
程
科
目
「
珀
釜
サ
ー
ビ
ス
論
」
を
履
修
す
る
ご
二
六
人
に
対
し
、
子
ど
も
の
発
達
に
役
立
っ
昔
話
と
し
て
一
位
か
ら
Ξ
位
ま
で
三

「
デ
ジ
タ
経
本
サ
イ
ト
」
の
ホ
ー

作
品
を
選
び
、
選
ん
だ
理
由
を
自
由
記
述
で
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。
本
稿
で
昔
話
と
し
て
取
り
上
げ
る
も
の
は
、

ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
さ
れ
た
三
一
作
品
と
し
た
(
四
章
に
表
題
一
覧
を
示
す
)
。
昔
話
は
口
承
に
ょ
っ
て
伝
達
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
異
説
と

称
し
て
ょ
い
か
ど
う
か
さ
え
た
め
ら
わ
れ
る
ほ
ど
、
様
々
な
異
同
が
あ
っ
た
り
、
表
題
が
異
な
っ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
大
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
に
親
し
ん
で
き
た
昔
話
の
異
同
を
解
消
し
、
表
題
を
固
定
す
る
ね
ら
い
か
あ
る
。
回
答
の
同
定
手
紅

き
は
、
表
題
を
基
準
と
し
た
。

「
デ
ジ
タ
ル
絵
本
サ
イ
ト
」
は
、
目
次
に
昔
話
、
民
話
、
神
話
、
現
代
的
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
な
ど
の
分
類
か
設
け
ら
れ
、
昔
話
は
前
述
の
と
お

り
Ξ
一
作
品
だ
が
、
目
次
の
ぺ
ー
ジ
に
昔
話
以
外
の
作
品
の
り
ン
ク
が
張
ら
れ
て
い
て
、
回
答
の
な
か
に
そ
れ
ら
が
炉
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た

集
計
で
は
、
昔
話
以
外
の
作
品
は
省
い
た
。

三
方
法

考
察
に
先
立
ち
、
次
の
四
章
で
は
結
果
と
し
て
全
三
一
作
品
の
得
点
を
計
算
し
て
示
す
。
得
点
と
は
、
一
位
に
選
ば
れ
た
昔
話
に
三
点
、
二
位
に

一
二
、
構
成

し、
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二
点
、
三
位
に
一
点
と
い
う
よ
う
に
重
み
を
付
け
て
於
口
点
を
出
し
た
も
の
で
、
人
気
の
高
低
を
判
別
し
や
す
い
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
各
作
品
の
ど
こ
に
注
目
し
て
選
択
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
形
一
儲
特
徴
と
得
点
の
関
連
を
確
認
す
る
。
こ
れ
は
、
回
答
者
の
自
由
記
述
の

み
に
ょ
っ
て
分
析
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
で
あ
る
。
結
果
を
先
取
り
す
れ
ぱ
、
形
態
的
特
徴
は
重
視
さ
れ
ず
、

作
品
に
描
か
れ
た
価
値
観
(
主
に
道
徳
観
)
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
。

よ
っ
て
、
五
章
で
自
由
記
述
の
回
答
結
果
を
用
い
て
、
重
要
視
さ
れ
た
価
値
観
を
整
理
す
る
。
な
お
、
結
果
や
考
察
に
引
用
す
る
張
内
容
は
、

回
答
の
ま
ま
を
重
視
し
、
用
字
や
記
号
使
い
な
ど
は
特
に
統
一
し
て
い
な
い
。
提
示
は
ア
イ
ゥ
エ
オ
順
と
し
、
記
号
(
ア
)
か
ら
(
セ
)
を
振
っ
た
0

四
章
と
五
章
の
結
果
に
つ
ぃ
て
六
章
で
考
察
し
、
昔
話
の
現
代
的
価
値
を
整
理
す
る
。
な
お
、
七
章
で
は
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
昔
曹
っ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
点
が
嫌
悪
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

全
三
一
作
品
黒
合
点
の
結
果
と
、
内
訳
を
示
す
。

四
結
果
(
侭
)

0
ウ
サ
ギ
と
カ
メ

0
う
ぱ
す
て
山

0
笠
地
蔵

0
舌
き
り
す
ず
め

0
花
咲
か
じ
い
さ
ん

0
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん

一
八
三
点

八
七
点

八
0
点

五
六
点

五
三
点

四
九
点

位
三
八
名
、
二
位
二
二
名
、
三
位
二
五
名
)

位
一
二
名
、
二
位
九
名
、
三
位
六
名
)

位
一
七
名
、
二
位
一
 
0
名
、
三
位
九
名
)

位
五
名
、
二
位
一
八
名
、
三
位
四
名
)

位
一
 
0
名
、
二
位
七
名
、
三
位
九
名
)

位
五
名
、
二
位
三
名
、
三
位
二
茗
)
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0
さ
る
か
に
合
戦

0
か
ち
か
ち
山

0
鶴
の
恩
返
し

0
浦
島
太
郎

0
桃
太
郎

0
わ
ら
し
ベ
長
者

0
米
の
な
る
へ
チ
マ

0
こ
ぶ
と
り
じ
い
さ
ん

0
お
に
ば
ば
と
こ
ぞ
う

0
て
ん
ぐ
の
か
く
れ
み
の

0
天
の
羽
衣

0
か
ぐ
や
姫

0
骨
に
な
っ
た
娘

0
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
弟

0
金
太
郎

0
夜
泣
き
な
お
し
の
お
地
蔵
さ
ん

0
さ
る
地
蔵

0
ぶ
ん
ぶ
く
ち
ゃ
が
ま

0
神
様
の
う
ち
わ

四
0
点

三
七
点

二
五
点
(
一

二
四
点
介

二
0
点

一
九
点

一
八
点

一
三
点

三
点
(
一

一
一
点

一
一
点
(
一

七
点
七
点

六
点

五
点

四
点

三
点
三
点
(
一

二
点

七
名
、
二
位

六
名
、
二
位

一
名
、
二
位

三
名
、
二
位

四
名
、
二
位

二
名
、
二
位

0
名
、
二
位

一
名
、
二
位

三
名
、
二
位

二
名
、
二
位

一
名
、
二
位

0
名
、
二
位

二
名
、
二
位

0
名
、
二
位

0
名
、
二
位

一
名
、
二
位

一
名
、
二
位

0
名
、
二
位

0
名
、
二
位

五
名
、
三
位
九
名
)

六
名
、
三
位
七
名
)

六
名
、
三
位
一
 
0
名
)

四
名
、
三
位
七
名
)

二
名
、
三
位
四
名
)

五
名
、
三
位
三
名
)

七
名
、
三
位
四
名
)

四
名
、
三
位
二
名
)

一
名
、
三
位
 
0
名
)

一
名
、
三
位
三
名
)

四
名
、
三
位
 
0
名
)

二
名
、
三
位
三
名
)

0
名
、
三
位
一
名
)

三
名
、
三
位
二
名
)

二
名
、
三
位
一
名
)

0
名
、
Ξ
位
一
名
)

0
名
、
三
位
 
0
名
)

一
名
、
三
位
一
名
)

一
名
、
三
位
 
0
名
)

ノ"ー'、

位位位

ノー'、 ノノー'、、

位位位

ー"'^ ノ゛ー'、 ノ゛ー'、

位位位位位

ノ"ー^ ノー『、、 ノ"ー^

位位位

ノ゛ーー'、 J/ー'、、 ノー^

位位位位位

i^、、 ノ""ー'、
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0
ク
ラ
ゲ
の
ほ
ね

0
炭
焼
き
長
者

0
大
工
と
鬼
六

0
の
こ
ぎ
り
の
鬼
刃

0
山
ん
ぱ
と
魚
売
り

0
竜
の
子
太
郎

こ
こ
で
各
作
品
の
形
態
的
特
徴
と
、
得
点
に
つ
ぃ
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
分
量
に
つ
い
て
、
ペ
ー
ジ
数
で
矣
寸
す
る
と
、
-
 
0
ペ
ー
ジ
(
「
ウ

サ
ギ
と
カ
メ
」
「
天
の
羽
衣
」
な
ど
五
作
口
叩
)
か
ら
二
四
ペ
ー
ジ
(
「
う
ば
す
て
山
」
)
ま
で
の
開
き
が
あ
っ
た
。
二
番
目
に
人
気
の
あ
る
「
う
ぱ
す

て
山
」
が
最
夕
夕
の
ぺ
ー
ジ
数
で
あ
る
こ
と
を
老
慮
す
る
と
、
八
a
が
少
な
け
れ
ば
人
気
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
よ
う
だ
0
 
さ
ら
に
、
よ
昆
昜

糸
会
オ
丙
、
言
吾
り
口
に
つ
ぃ
て
も
、
羽
1
 
に
子
昂
点
と
関
i
1
E
し
、
各
乍
品
の
人
上
ヌ
、
こ
ν
彭
郡
し
て
、
る
と
は
一
^
喬
え
な
、
0

作
品
を
欝
す
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
今
人
物
(
特
定
の
動
物
や
、
「
鬼
た
ち
」
の
よ
う
な
集
団
も
一
人
と
し
て
数
え
る
)
の
数
を
調
ベ
る
と
、

最
少
で
二
名
(
「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
「
山
ん
ば
と
魚
売
り
」
)
'
多
が
七
名
で
あ
っ
た
(
「
か
ぐ
や
姫
」
「
焚
郎
」
な
ど
五
作
品
)
0
 
二
名
の
作
品
は

一
番
人
気
の
あ
っ
た
一
八
Ξ
点
の
「
ウ
サ
ギ
の
カ
メ
」
と
、
 
0
点
の
「
山
ん
ぱ
と
佳
尖
儿
り
」
が
あ
り
、
人
祭
少
な
け
れ
ぱ
＼
气
、
'
、
、
も
し
く

は
、
人
気
が
低
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
最
多
七
名
の
五
作
品
も
点
数
に
は
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
、
金
昜
＼
物
の

多
少
か
人
気
に
影
郷
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
選
択
理
由
の
記
述
で
は
、
わ
ず
か
一
回
答
の
み
に
、
「
兆
太
3
」
で
上
昆
場
＼
物
ゞ
多
、
こ
と
ゞ
、

子
ど
も
の
興
味
を
引
き
、
子
ど
も
の
想
像
力
を
養
う
た
め
に
役
立
っ
と
い
う
意
見
が
見
ら
れ
た
(
引
用
(
ア
)
参
照
)
0

0
点
0
点
0
点

0
名
、
三
位

0
名
、
二
位

0
名
、
三
位

0
名
、
三
位

0
名
、
三
位

0
名
、
三
位

引
用
(
ア
)
鬼
、
イ
ヌ
、
サ
ル
、
キ
ジ
な
ど
、
様
々
な
動
物
(
?
・
)
が
翁
す
る
の
で
、
子
ど
も
が
傑
を
持
ち
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思

二
名
)

一
名
)

一
名
)

占
"1、、

ノー'^

位位位

ノ゛"、

占

""'^
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絵
は
、
一
般
公
募
を
含
む
一
四
名
が
描
い
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
山
田
雄
太
は
、
「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
、
「
て
ん
ぐ
の
か
く
れ
み
の
」
、
「
ホ
ト
ト
ギ

ス
の
弟
」
、
「
さ
る
地
蔵
」
と
最
も
多
い
四
作
品
を
手
掛
け
て
い
る
。
同
じ
人
物
の
手
に
ょ
る
竺
あ
れ
ば
共
通
性
が
あ
り
、
そ
の
輪
の
好
み
か
夕

品
の
魅
力
と
な
っ
て
昔
話
の
人
気
に
影
響
す
る
の
か
検
討
し
て
み
た
が
、
山
田
雄
太
の
四
作
品
は
一
八
三
戸
か
ら
三
点
ま
で
鳥
き
が
あ
り
、
そ
の
し

か
三
作
品
を
手
掛
け
る
別
の
画
家
の
作
品
群
を
見
て
も
得
点
の
偏
り
は
な
い
。
よ
っ
て
、
特
定
の
画
家
の
作
品
に
ノ
気
が
集
中
す
る
と
は
言
え
な
い

も
の
と
み
な
し
た
0
 
選
択
理
由
に
お
い
て
、
輪
の
記
述
が
あ
っ
た
の
は
、
わ
ず
か
二
名
で
あ
っ
た
(
引
用
(
イ
)
(
ウ
)
参
照
、
な
お
こ
の
引
用

は
同
一
回
答
者
の
部
分
抜
粋
)
。

う
。
子
ど
も
の
想
像
力
を
養
う
の
に
い
い
の
で
は
な
い
か
。

1
'

引
用
(
イ
)
イ
ラ
ス
ト
の
色
づ
か
い
が
カ
ラ
フ
ル
な
こ
と
で
子
ど
も
に
楽
し
ん
磊
ん
で
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
(
「
了
咲

か
じ
い
さ
ん
」
を
選
択
、
画
家
は
大
熊
ゆ
り
子
)

引
用
(
ウ
)
与
え
ら
れ
て
い
る
好
意
に
甘
え
て
ば
か
り
い
る
と
最
終
的
に
は
見
は
な
さ
れ
て
不
幸
に
な
る
、
と
い
っ
た
内
容
の
絵
本
の
中
で
一

番
日
本
ら
し
い
イ
ラ
ス
ト
と
色
づ
か
い
だ
っ
た
の
で
、
、
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
(
「
鶴
の
恩
返
し
」
一
を
途
択
画
家
は
北
井
り
か
)

語
り
口
(
文
体
)
は
、
ほ
と
ん
ど
が
共
器
の
丁
寧
体
で
あ
る
が
、
「
夜
泣
き
な
お
し
の
お
地
蔵
さ
ん
」
一
作
品
の
み
口
語
の
方
言
を
色
濃
く

反
映
し
て
い
る
(
次
の
例
を
参
照
)
。

共
通
語
の
丁
寧
体
】
あ
る
と
こ
ろ
に
、
一
人
の
お
じ
い
さ
ん
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

お
地
ぞ
、
つ
さ
ん
っ
ち
ゃ
、
と
っ
と
こ
か
好
き
ら
し

「
夜
泣
き
な
お
し
の
お
地
蔵
さ
ん
」
】
む
か
ー
し
む
か
し
の
こ
と
じ
ゃ
つ
た
。
(
中
略
)

例例

し、
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で
は
、
こ
れ
ら
の
昔
話
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
点
が
注
目
さ
れ
、
人
気
の
有
無
が
決
し
た
の
だ
ろ
う
。
自
由
記
述
に
ょ
る
選
択
理
由
を
見
る
と
、

各
作
品
の
内
容
か
ら
学
習
で
き
る
事
柄
と
し
て
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
研
鑑
す
る
こ
と
、
秩
序
を
守
り
他
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
、
残
忍
な
行
動

を
懐
思
い
や
り
や
優
し
い
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
作
品
に
描
か
れ
た
価
値
観
、
と
り
わ
け
子
ど
も
が
道
徳
的

に
正
し
い
こ
と
を
決
め
る
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
判
断
を
す
る
べ
き
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
「
良
い
話
」
が
選
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
記

述
を
詳
し
く
見
て
整
理
し
て
示
す
。

も
ん
で
、
と
っ
と
こ
を
ぱ
お
そ
な
え
せ
ん
き
ゃ
、
ご
い
や
く
な
い
ん
だ
と
ね
。
(
後
略
)

ま
ず
は
、
人
気
の
高
か
っ
た
作
品
ご
と
に
整
理
し
よ
う
。
人
気
壽
い
、
つ
ま
り
、
回
答
数
の
多
か
っ
た
「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
や
「
う
ぱ
す
て
山
」
、

「
笠
地
蔵
」
、
「
舌
き
り
す
ず
め
」
に
は
、
そ
の
ほ
か
の
作
品
の
回
答
と
重
複
す
る
道
鴛
が
存
在
す
る
。
こ
の
四
作
品
か
ら
代
表
的
な
指
摘
を
く
み

上
げ
た
う
え
で
、
他
作
品
に
見
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
道
徳
観
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

五
結
果
(
霊
)

(
1
)
油
断
禁
物
努
力
と
粘
り
強
さ
で
願
い
は
叶
う

「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
は
、
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
が
ウ
サ
ギ
の
乍
讐
な
「
走
る
こ
と
」
で
競
争
し
、
勝
っ
で
あ
ろ
う
ウ
サ
ギ
が
油
断
し
た
た
め
に
、
最
後

ま
需
め
な
か
っ
た
カ
メ
に
逆
転
さ
れ
る
雫
あ
る
。
登
場
人
物
は
、
表
題
に
あ
る
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
だ
け
で
あ
り
、
二
者
の
対
比
は
そ
の
ま
ま
二
種

の
道
徳
的
定
義
に
直
結
す
る
。
そ
れ
が
、
自
身
の
能
力
を
過
信
す
る
あ
ま
り
油
断
し
て
勝
負
に
負
け
る
ウ
サ
ギ
と
、
相
手
の
優
位
を
男
な
が
ら
も

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
ょ
っ
て
勝
利
を
手
に
す
る
カ
メ
で
あ
る
。
回
答
を
ま
と
め
る
と
、
客
り
や
油
断
、
そ
れ
に
も
増
し
て
努
力
に
ょ
っ
て
未
来
を
切
り
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開
く
勤
勉
さ
が
推
奨
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
と
は
い
ぇ
、
一
位
か
ら
三
位
ま
で
含
め
全
七
五
名
の
回
答
に
は
、
競
争
心
を
持
っ
こ
と
の

重
要
性
や
目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど
、
少
讐
見
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
(
引
用
(
工
)
(
オ
)
姦
)
。
た
だ
、
こ
れ
に
引
き
換
え
、

七
五
名
中
、
六
一
名
の
圧
倒
的
な
意
見
と
し
て
、
「
努
力
」
と
い
う
一
暴
が
見
ら
れ
、
以
下
の
他
作
品
に
お
い
て
ぃ
ち
い
ち
数
を
示
さ
な
い
も
の
の

一
作
品
に
対
す
る
解
釈
お
よ
び
そ
の
評
価
に
は
、
明
ら
か
な
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
以
下
の
作
品
で
は
、
少
数
意
見
を
置
い
て
作
品
ご
と
に
見
ら
れ

た
傾
向
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

引
用

引
用

(
工
)

(
オ
)

子
ど
も
た
ち
に
競
争
心
を
ヲ
え
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
だ
と
思
い
ま
す
。

ウ
サ
ギ
は
カ
メ
に
勝
っ
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
た
、
カ
メ
は
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
て
い
た
、
こ
の
2
匹
の
目
的
の
ち
か
い
か
こ
の
レ
ー

ス
の
勝
ち
負
け
の
一
番
の
理
由
で
は
な
い
か
と
思
う
。
勝
負
や
物
事
を
す
す
め
る
と
き
目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い

う
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
話
だ
と
思
っ
た
の
で
こ
れ
を
え
ら
び
ま
し
た
。

(
2
)
高
齢
者
ヘ
の
敬
意
を
忘
れ
な
い

「
う
ば
す
て
山
」
は
、
親
孝
行
な
兄
弟
が
、
と
の
さ
ま
の
決
ま
り
に
従
っ
て
一
佳
年
老
い
た
父
を
山
ヘ
捨
て
た
も
の
の
、
父
反
司
り
)
の
知

恵
を
見
直
さ
せ
て
、
決
ま
り
を
改
め
て
も
ら
い
、
み
ん
な
で
仲
良
く
く
ら
す
、
と
い
う
雫
あ
る
。
こ
こ
で
年
寄
り
の
知
恵
は
、
隣
の
国
か
ら
出
さ

れ
る
難
問
を
解
決
し
、
国
を
守
る
も
の
と
な
っ
て
い
て
、
年
寄
り
し
か
持
ち
得
な
い
知
恵
の
素
晴
ら
し
さ
や
、
親
孝
行
な
子
ど
も
の
姿
が
重
要
相
さ

れ
る
(
引
用
(
力
)
(
キ
)
姦
)
。
長
幼
の
礼
を
重
ん
じ
、
年
の
功
を
尊
重
す
る
の
で
あ
る
。

引
用
(
力
)

梦
な
経
験
を
し
て
き
た
「
人
生
の
先
輩
」
で
あ
る
お
年
寄
り
を
尊
敬
し
、
い
た
わ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
た
の
で
選
び
ま
し

1
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引
用
(
キ
)
知
恵
や
知
勢
大
切
さ
や
、
{
謬
昇
が
分
か
る
作
品
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

(
3
)
善
行
を
励
行
し
、
清
貧
に
生
き
れ
ば
恩
恵
を
得
る

「
笠
地
蔵
」
は
、
貧
し
い
お
じ
い
さ
ん
が
雪
に
ま
み
れ
た
お
じ
ぞ
う
さ
ま
の
た
め
に
売
れ
な
か
っ
た
笠
と
自
分
の
手
ぬ
ぐ
い
を
か
ぶ
せ
て
帰
り
、

正
月
の
支
度
が
で
き
ぬ
ま
ま
年
越
し
の
夜
を
迎
え
た
と
き
、
お
じ
ぞ
う
さ
ま
か
ら
米
と
宝
を
も
ら
い
、
お
ば
あ
さ
ん
と
楽
し
い
正
月
を
迎
え
る
話
で

あ
る
。
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
の
貧
乏
生
活
は
逼
追
し
て
い
て
、
お
じ
い
さ
ん
の
牲
児
打
は
優
し
さ
や
思
い
や
り
の
こ
も
つ
た
行
為
で
あ
る
と
は

い
ぇ
、
我
が
身
の
生
活
を
犠
牲
に
し
か
ね
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
お
ば
あ
さ
ん
は
二
人
元
気
で
い
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
仲
良
く
年
を

越
そ
う
と
す
る
。
お
じ
い
さ
ん
の
、
心
温
ま
る
並
児
打
、
お
ぱ
あ
さ
ん
と
の
清
貧
'
甘
し
ぶ
り
、
こ
れ
ら
が
あ
っ
て
こ
そ
、
お
じ
ぞ
う
さ
ま
か
ら
の
予

期
せ
ぬ
贈
り
物
と
い
う
恩
恵
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
思
い
や
り
や
優
し
さ
か
ら
起
こ
す
並
児
打
は
や
が
て
自
分
ヘ
良
い
結
果
と
し
て
返
っ
て
く
る
も

の
だ
と
い
う
因
果
関
係
が
重
要
視
さ
れ
る
(
引
用
(
ク
)
姦
)
。

引
用
(
ク
)
損
と
か
得
と
か
で
は
な
く
て
物
に
対
し
て
で
も
慈
し
ん
だ
り
優
し
さ
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
に
対
し
て
肯
定
的
に
受
け
と
め
ら
れ

る
と
思
い
ま
し
た
。
貧
し
く
て
も
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
周
り
の
こ
と
を
老
え
ら
れ
る
お
じ
い
さ
ん
を
み
て
、
心
が
温
ま
り
、

物
や
人
に
対
し
て
優
し
く
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
物
盆
叩
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

(
4
)
因
果
応
報
だ
か
ら
悪
行
は
慎
む

「
舌
き
り
す
ず
め
」
は
、
す
ず
め
に
エ
サ
を
や
る
お
じ
い
さ
ん
と
、
そ
れ
を
こ
こ
ろ
よ
く
思
わ
な
い
お
ば
あ
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
す
ず
め
に
対
す

る
行
為
に
応
じ
、
す
ず
め
か
ら
禍
福
を
も
た
ら
さ
れ
る
話
で
あ
る
。
お
じ
い
さ
ん
が
善
補
を
、
お
ば
あ
さ
ん
が
悪
で
禍
を
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う

善
悪
の
対
比
が
あ
り
、
「
笠
地
蔵
」
の
よ
う
に
善
だ
け
が
拙
か
れ
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
悪
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
の
か
一
~
弱
者
を
い
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じ
め
る
、
欲
を
張
る
)
、
ま
た
悪
に
は
罰
が
付
随
す
る
、
凶
事
を
避
け
る
た
め
に
悪
い
こ
と
を
し
な
い
、
と
い
っ
た
悪
行
の
阻
止
に
重
点
が
置
か
れ

る
(
引
用
(
ケ
)
姦
)
。

引
用
(
ケ
)
貧
し
い
か
ら
と
い
っ
て
す
ず
め
の
よ
う
な
小
さ
な
命
を
軽
ん
じ
ず
、
助
け
た
り
す
る
と
良
い
こ
と
が
あ
る
し
、
逆
に
下
心
を
持
っ

て
助
け
た
り
す
る
と
悪
い
こ
と
が
お
こ
る
。
悪
い
こ
と
を
す
れ
ば
い
つ
か
自
分
に
返
っ
て
く
る
と
い
う
大
事
な
教
訓
で
あ
る
か
ら
。

(
5
)
相
手
を
許
す
、
相
手
と
の
約
束
を
守
る

ほ
か
に
は
、
「
さ
る
か
に
合
戦
」
や
「
か
ち
か
ち
山
」
と
い
っ
た
、
悪
行
の
末
に
退
治
さ
れ
る
者
を
許
す
場
面
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
許
し
て

あ
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
指
摘
す
る
回
答
が
あ
っ
た
(
引
用
ヨ
)
姦
)
。
ま
た
、
「
鶴
の
恩
返
し
」
や
「
浦
島
太
郎
」
と
い
っ
た
禁
を
犯
す
場
面

が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
約
束
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
指
摘
す
る
回
答
が
あ
っ
た
(
引
用
(
サ
)
参
照
)
。
こ
れ
ら
は
、
対
人
関
係
を
築
く
た
め

に
相
手
を
尊
重
し
、
誠
実
に
接
す
る
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
る
。

引
用
(
コ
)
悪
い
こ
と
を
し
た
ら
返
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
や
、
も
し
し
て
し
ま
っ
て
も
心
か
ら
謝
れ
ぱ
や
り
直
せ
る
こ
と
が
学
ベ
る
と
思
い

ま
す
。
(
「
か
ち
か
ち
山
」
を
選
択
)

引
用
(
サ
)
こ
の
お
話
に
は
、
「
他
の
人
に
親
切
に
す
る
こ
と
」
そ
し
て
「
約
束
を
守
る
こ
と
」
の
2
つ
の
大
切
な
メ
ッ
セ
】
ジ
が
あ
る
と
思
っ

た
か
ら
。
(
中
略
)
約
束
を
守
ら
な
い
と
幸
せ
は
逃
げ
て
い
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
子
ど
も
に
伝
え
た
い
。
(
「
鶴
の
恩
返
し
」
を
選
択
)
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以
上
の
結
果
か
ら
、
昔
話
が
現
代
に
伝
え
る
道
徳
観
と
し
て
、
「
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
形
式
と
、
「
す
べ
き
」
と
い
う
形
式
に
ま
と
め
て
六

点
を
示
す
。

(
1
)
競
い
合
う
と
き
に
は
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
、
努
力
を
怠
っ
て
は
い
け
な
い

(
2
)
因
果
璽
で
あ
る
か
ら
、
野
は
し
て
は
い
け
な
い

(
3
)
因
果
応
報
で
あ
る
か
ら
、
善
行
は
進
ん
で
す
べ
き

(
4
)
経
験
豊
富
な
人
物
の
知
恵
を
尊
び
、
爵
者
ヘ
敬
意
を
払
う
べ
き

~
5
)
,
^
呪
い
^
口
う
と
き
に
は
、
客
っ
た
り
油
断
し
た
り
し
て
は
い
け
な
い

(
6
)
相
手
を
尊
重
し
、
誠
実
に
付
き
合
う
べ
き

こ
こ
に
挙
げ
た
六
番
ま
で
の
並
び
は
、
回
答
の
多
い
順
で
あ
る
。
前
章
に
挙
げ
た
(
1
)
か
ら
(
5
)
ま
で
は
、
作
品
別
に
見
ら
れ
る
も
の
と
し

て
見
出
し
を
付
け
た
が
、
改
め
て
、
一
作
品
に
複
数
の
道
徳
観
が
込
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
分
割
し
、
多
作
品
に
重
複
す
る
観
点
は
統
括
し
た
。
(
1
)

か
ら
順
に
説
明
を
付
す
。

(
1
)
は
「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
の
カ
メ
に
注
目
し
た
場
合
に
見
ら
れ
る
考
え
方
で
あ
っ
た
。
「
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
」
と
し
て
「
臼
取
後
ま
で
諦
め

な
い
」
、
ま
た
「
す
べ
き
こ
と
」
と
し
て
「
努
力
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

(
2
)
は
「
舌
き
り
す
ず
め
」
の
お
ぱ
あ
さ
ん
で
取
り
上
げ
た
が
、
ほ
か
に
も
「
花
咲
か
じ
い
さ
ん
」
や
「
米
の
な
る
へ
チ
マ
」
に
登
場
す
る
主

人
公
の
や
さ
し
い
お
じ
い
さ
ん
に
対
す
る
、
と
な
り
の
い
じ
わ
る
な
お
じ
い
さ
ん
に
注
目
し
た
場
合
に
見
ら
れ
る
考
え
方
で
あ
っ
た
。

(
3
)
は
「
笠
地
蔵
」
の
お
じ
い
さ
ん
の
ほ
か
に
、
「
舌
き
り
す
ず
め
」
や
「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」
、
「
鶴
の
竪
し
」
で
動
物
に
親
切
に
す
る
お

じ
い
さ
ん
に
注
目
し
た
場
合
に
見
ら
れ
た
。
人
間
で
は
な
い
お
じ
ぞ
う
さ
ま
や
す
ず
め
な
ど
に
思
い
や
り
を
持
っ
て
優
し
く
接
す
る
こ
と
は
、
た
だ

六
考
察
(
昔
話
の
現
代
的
価
値
)
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善
行
を
烹
火
す
る
話
と
し
て
で
は
な
く
、
誰
に
も
見
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
も
善
行
を
す
れ
ぱ
い
ず
れ
恩
恵
を
得
る
、
と
い
う
拡
大
さ
れ
た
解
釈

に
至
る
も
の
も
見
ら
れ
た
(
引
用
(
シ
)
姦
)
。

(
4
)
は
 
7
つ
ば
す
て
山
」
の
親
孝
行
な
兄
弟
、
(
5
)
は
「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
の
ウ
サ
ギ
か
ら
註
取
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
は
少
贅
見
で
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
た
。
よ
っ
て
(
6
)
に
抽
象
化
し
て
一
括
し
た
。
前
章
の
(
旦
途
ベ
た
「
相
手
を
許
す
」
「
相

手
と
易
束
を
守
る
」
な
ど
の
抽
象
化
で
あ
り
、
タ
タ
作
品
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の
で
あ
る
。
タ
タ
作
品
か
ら
の
解
釈
ゆ
え
に
、
回
答
数
と
し
て
は
夕
夕
い
。

し
か
し
、
ほ
か
の
項
目
と
比
ベ
て
特
定
の
場
面
と
し
て
の
具
体
性
を
欠
く
た
め
、
最
後
に
挙
げ
た
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
」
「
す
べ
き
こ
と
」
は
、
現
代
社
会
に
当
て
は
め
れ
ば
ご
く
普
通
の
こ
と
で
あ
り
、
常
識
的
な
見
解

で
あ
る
。
そ
う
し
た
常
識
的
な
こ
と
を
子
ど
も
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
の
に
昔
話
は
便
利
で
あ
り
、
利
用
価
値
の
あ
る
物
勇
と
い
う
こ
と
が

確
か
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
六
点
に
ま
と
め
た
よ
う
な
道
徳
観
は
、
現
代
に
も
通
用
す
る
"
晶
の
価
値
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

引
用
(
シ
)
誰
も
み
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
な
ん
ら
か
の
行
動
を
起
こ
す
こ
と
は
、
例
え
だ
れ
も
み
て
い
な
く
て
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
ト
イ
レ
の
ス
リ
ッ
パ
を
そ
ろ
え
る
、
食
器
を
重
ね
な
お
す
な
ど
日
常
に
お
こ
る
さ
さ
い
な
気
づ
か

い
は
き
つ
と
誰
か
が
み
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
知
れ
る
。
(
「
笠
地
蔵
」
を
選
択
)

本
稿
の
考
察
は
、
界
手
法
と
し
て
「
子
ど
も
の
発
達
に
役
立
つ
昔
話
」
を
尋
ね
た
結
果
で
あ
る
た
め
、
見
直
し
て
み
る
と
ま
る
で
小
学
校
低
学

年
の
教
室
に
貼
ら
れ
た
「
今
月
の
目
標
」
の
欝
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
小
学
校
高
学
年
や
中
学
生
の
発
達
に
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
昔
話
の
選

七
、
お
わ
り
に

、
つ
力
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{
疋
も
そ
れ
に
応
じ
た
も
の
に
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
器
回
答
に
は
、
逆
説
的
に
選
ば
れ
な
い
昔
話
の
理
由
が
垣
問
見
え
た
(
引
用
(
ス
)
を
姦
)
。
ま
た
、
選
択
し
た
も
の
の
、
欠
点

を
指
摘
す
る
回
答
が
あ
っ
た
(
引
用
(
セ
)
を
姦
)
。
そ
し
て
0
点
だ
っ
た
作
品
は
三
話
、
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
避
け
ら
れ
た
昔
話
に
つ
し

て
簡
単
に
述
ベ
て
お
く
。

引
用
(
ろ

な
る
べ
く
主
人
公
が
悪
い
奴
を
退
治
し
た
り
し
な
い
よ
う
な
話
を
え
ら
び
ま
し
た
。
人
を
傷
っ
け
る
話
ぱ
か
り
す
る
と
、
そ
の
子

も
将
来
人
を
傷
っ
け
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
他
人
を
思
い
や
れ
る
優
し
い
心
の
持
ち
主
で
あ
る
話
を
え
ら
び
ま
し
た
0

(
「
笠
地
蔵
」
「
鶴
の
恩
返
し
」
「
花
咲
か
じ
い
さ
ん
」
を
選
択
)

引
用
(
セ
)

(
前
略
)
た
だ
、
悪
い
お
じ
い
さ
ん
の
行
い
が
残
酷
す
ぎ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
(
「
花
咲
か
じ
い
さ
ん
」
を
選
択
)

0
完
っ
た
「
の
こ
ぎ
り
の
鬼
刃
」
と
「
山
ん
ぱ
と
伯
芙
儿
り
」
は
、
登
場
人
物
の
死
に
ょ
っ
て
結
末
を
迎
え
る
。
同
じ
く
0
点
の
翌
屯
の
子
太
郎
」

は
、
龍
で
あ
る
母
の
目
玉
を
奪
い
、
そ
の
た
め
に
盲
目
に
な
っ
た
母
に
時
を
知
ら
せ
る
鐘
を
つ
く
、
と
い
う
結
末
で
あ
る
0
死
や
美
虐
空
丁
為
が
あ
っ

た
場
△
口
、
報
い
や
理
由
が
直
後
に
説
明
さ
れ
な
論
は
、
残
忍
祭
強
く
感
じ
ら
れ
、
避
け
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
だ
と
老
え
ら
れ
る
0
 
調
査
手

法
に
お
い
て
「
子
ど
も
」
を
対
象
に
役
立
つ
昔
話
を
想
定
さ
せ
た
た
め
、
わ
か
り
や
す
い
因
果
関
係
を
持
っ
昔
栗
好
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
0

注(
1
)
幼
児
期
か
ら
「
ま
ん
が
日
本
昔
話
」
 
P
母
H
整
)
、
こ
れ
を
孤
栞
に
し
た
シ
リ
ー
ズ
に
親
し
み
、
ま
た
、
家
族
系
先
の
士
産
物
と
し
て
各
地
で
嚇
入
し
た
昔

話
の
本
な
ど
に
親
し
ん
で
き
た
経
験
を
持
つ
。

(
2
)
デ
ジ
タ
慈
本
サ
イ
ト
浮
E
＼
＼
乏
乏
乏
.
中
=
0
昌
＼
豆
食
,
亘
ヨ
(
鼻
巴
N
0
昆
＼
=
＼
零
)
。
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
日
木
の
昔
剪
ほ
か
に
も
、
出
界
の
昔
話

(
1
)
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や
民
話
、
神
栗
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
昔
話
は
、
浮
日
＼
＼
二
名
.
中
=
0
昌
＼
舎
倉
L
で
＼
豆
食
L
で
.
三
ヨ
(
口
曾
N
0
晶
＼
=
＼
N
9
 
が
目
次
の
ぺ
ー
ジ
と
な
っ

て
い
て
、
こ
こ
か
ら
各
作
品
へ
り
ン
ク
が
張
っ
て
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
絵
本
の
形
態
で
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
表
題
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
そ
の

作
品
の
ぺ
】
ジ
に
移
る
。

(
3
)
こ
こ
で
各
作
品
の
異
説
を
逐
一
、
挙
げ
な
い
が
「
デ
ジ
タ
慈
本
サ
イ
ト
」
の
「
さ
る
か
に
鳥
」
で
サ
ル
に
虐
げ
ら
れ
た
力
二
は
、
怪
我
の
見
排
い
に
弐

栗
た
ち
に
助
け
ら
れ
て
サ
ル
に
復
讐
す
る
が
、
あ
る
回
答
者
の
張
に
ょ
れ
ば
親
子
の
力
二
の
う
ち
母
力
二
が
死
に
、
そ
の
か
た
き
剖
ち
に
栗
た
ち
が
加
勢
す
る

話
も
あ
る
。
ま
た
、
「
お
に
ば
ば
と
こ
ぞ
う
」
の
内
容
は
、
第
者
が
知
る
表
奨
と
「
Ξ
枚
の
お
札
」
で
あ
る
。

(
4
)
結
末
に
注
目
す
れ
ば
、
三
点
「
お
に
ぱ
ば
と
こ
ぞ
う
」
も
お
に
ば
ば
の
死
で
閉
じ
ら
れ
る
。
県
回
答
で
は
、
お
に
ぱ
ぱ
よ
り
こ
ぞ
う
の
機
転
や
冒
険
に
注

目
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

(
巨
デ
ジ
タ
ル
絵
本
サ
イ
ト
の
表
記
に
従
い
、
登
場
人
物
の
「
龍
」
は
表
題
の
ゑ
屯
」
と
異
字
を
用
い
る
。

(
6
)
死
を
全
面
に
出
す
「
骨
に
な
っ
た
娘
」
(
七
点
)
に
つ
い
て
は
、
死
や
死
因
よ
り
も
弔
う
生
者
の
姿
が
中
心
に
描
か
れ
て
い
て
、
死
を
学
ベ
る
教
材
と
す
る
回

答
が
あ
っ
た
。

(
L
た
ら
・
か
お
る
本
学
助
教
)
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